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たように、打ち合わせ兼印刷のショールームとして使っている2階で
は、多数の見本帳の中から紙を選んで、どういう印刷手法・製本に
するかを相談し、ビル内で印刷する、“ビスポークプリンティング”を
行なっている。

印刷ディレクションや特殊印刷・加工の評価は年々高まり、クリ
エイティブなクライアントからの依頼が多く順調な日々が続いた
が、コロナにより一気に仕事の量が減少。対策を考えるなかで國澤
社長が思い起こしたのが、自家醸造が合法なアメリカで触れたクラ
フトビール造り。自宅でも味噌造りや生地からパンを焼くなど根っ
からのクラフト指向なのに加え、大のビール好き。さらに事業再構
築補助金が通ったこともあり、“クラフトマンシップ”を表現する新た
な事業として2022年にクラフトビール事業を開始した。自社ビル
1階と3階が醸造所、2階がブリューパブ「Arts & Crafts Kawa-
chiya」だ。
こだわりのビルはパブとしてピッタリの洒落た雰囲気であり、建
て替え時にオーバーホールに出して磨き上げた1960年製ドイツ・ハ
イデルベルグ社の活版印刷機の展示も、クラフトマンシップのイ
メージを高めるのにひと役かっている。

飲食営業にはアルバイトの力も欠かせない。現在は三田キャンパ
スの慶応義塾大学生が3名ほど働いており、バイト時間以外も8階
イベントスペースを彼らのために開放していたところ、地域を巻き込
んだイベントを企画するようになってきた。そこで、國澤社長は新橋
でモノづくりをしている人や企業と手を組んで発信していこうと、イ
ンターネットラジオ「新橋ラジオ」を立ち上げた。そのパーソナリ
ティもバイト学生が務めるなどしてくれている。
活版印刷の母型造りから平版印刷、特殊印刷・加工へと進化し、
さらにはビール事業やラジオ事業も立ち上げ、時流に応じて随時転
換してきている。「父はもちろん、先祖もうまく商売替えしてきてま
すからね、DNAなのか」と國澤社長は笑ったあとで言った。
「自分の目線より、お客さん目線が一番大事です。お客さんが求め
るものを一番にしていれば、自ずとニーズが変わってきているのに
気付くし、自分たちも変わっていかなければいけない。自分たちの
技術をどんどん磨いて、お客さんが求めるものをしっかりと提案し
ていければいいのかな、と思います」

現在の社員数は9名（ビール事業に別途7名）。採用はかけてい
ないが、芸大生などを対象にインターンシップを募集しており、そ
のまま入社する社員がいたり、クリエイター志望者が「自分の作品
づくりのために印刷を極めたい」との思いから門戸をたたいてくれ
ている。
社員教育として現在行なっているのはマネジメントゲーム「MG研
修」。ソニーが開発した経営者育成研修で、それを社員全員に最低
年3回、課している。ゲームの中で「300万円の資本を元に製造業の
会社を立ち上げ、人を雇い、物を作って売って、1年間の決算書を自
分で書く」というサイクルを1回の研修で5年間分体験する。それに
より、自社においても社員全員が製造過程やその原価・粗利、経営
やキャッシュフローについて考えるようになり、現在の会社の立ち
位置が分かりやすくなる。また、プライシングにも強くなる。受注型
産業は顧客の「まけろ」に屈しがちだが、製造工程の手間などをき
ちんと考えると決してまけられない、まける理由がないと判断で
き、なぜまけられないのか顧客にきちんと説明できるようになる。
そのような社員教育において一番重視しているのは「主体性」。
文具ブランド「KUNISAWA」のノートは見返しにピカソの「I don't 
seek, I find.」(私は捜し求めない、見出すのだ)という言葉を記して
いる。その意図を國澤社長は「情報は大事ですが、結局のところ答
えを出すのは自分です。仕事上の様々な場面において、主体的に自
分で答えを見つけていくしかないんです」と語る。
河内屋で働く人々は、顧客の要望に耳を傾け、それを具現化する
方法を見出してディレクションし、仕事の楽しさを見出し、こだわり
の特殊印刷・製本に邁進している。

「河内屋」は300年以上続く屋号。商屋として時流に応じた様々
な品を商い、戦後は活版印刷の活字の母型を製造していたが、活
版印刷の衰退に伴い、1971年、“今からのびる仕事”と見越して、先
代が平版をメインとする印刷会社として新たなスタートを切った。
新橋という場所柄、周囲には広告代理店などが多く、仕事は潤沢
にあった。
國澤良祐現社長は大学を中退し、バックパッカーとして南米とア
メリカを1年ほど周遊。帰国後に入社して働くなかで、顧客のデザイ
ンに対し、どのような紙や印刷法、加工法を用いることで顧客が求
めるイメージや質感をそのまま表現できるのか、最適な提案やディ
レクションをできるようになりたいと志す。そこで、終業後に顧客の
デザイン事務所に通い詰め、デザインも教えてもらいながら、デザ
インとマテリアルや印刷との兼ね合いを試行錯誤しつつ、身に着け
ていった。かつて活版の母型を作っていただけに活版印刷機は社内
にあったが、様々な印刷法・加工法をディレクションしていくなか
で、箔押し・バーコ印刷・フロッキー印刷・シルクスクリーンなど特殊
印刷機を次々増やしていった。

例えば、カード類の四方に金付けできる既存の機械は超高額な
ものしかないため独自に作り上げたり、『学問のすゝめ』復刻本の受
注にあたっては銀座「伊東屋」で和綴じ講習を受け、全社員で
1000冊を手縫いしたり。DIYや手作業も加え、顧客が求める“まだ
形を持たない漠としたインスピレーション”を印刷物という形に落
とし込んできた。

約18年前の社長就任後は、ほかの社員も印刷の提案やディレク
ションができるように教育。また、自社の技術を最大限に生かしブ
ランド力を高めることのできる“ビジネスアスリートのための文房
具”のブランド「KUNISAWA」や、ウィリアム・モリスの作品をカ
バーに使った手帳など女性好みのするグッズを展開する「ポンヌフ
」も立ち上げた。それらは名だたる企業からOEMの依頼も発生して
おり、ブランディングを一つずつ積み重ねてきた成果が出ている。
8年前には、1920年代のニューヨークに実際にあったテーラー
をイメージして自社ビルを建て替え。近隣数カ所に点在していた印
刷・製本工場をビル内に集約し、作業効率をアップ。テーラーがい
ろいろな生地からビスポーク（オーダーメイド）のスーツを作ってい
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8階がレンタルも行うイベントスペース４階の工場で稼働しているハイデルベルグ社製活版印刷機

株式会社河内屋
会員企業紹介 紙とインキでできるすべての表現を創造する

1

根っからのクラフト志向の國澤良祐社長

顧客が求める“まだ形を持たない漠とした
インスピレーション”を印刷物という形にする、
それが「河内屋」の仕事。
活版印刷・特殊加工を用い、インスピレーションの
輝きをそのままに斬新な印刷物を紡ぎだしていく。



4 5

たように、打ち合わせ兼印刷のショールームとして使っている2階で
は、多数の見本帳の中から紙を選んで、どういう印刷手法・製本に
するかを相談し、ビル内で印刷する、“ビスポークプリンティング”を
行なっている。

印刷ディレクションや特殊印刷・加工の評価は年々高まり、クリ
エイティブなクライアントからの依頼が多く順調な日々が続いた
が、コロナにより一気に仕事の量が減少。対策を考えるなかで國澤
社長が思い起こしたのが、自家醸造が合法なアメリカで触れたクラ
フトビール造り。自宅でも味噌造りや生地からパンを焼くなど根っ
からのクラフト指向なのに加え、大のビール好き。さらに事業再構
築補助金が通ったこともあり、“クラフトマンシップ”を表現する新た
な事業として2022年にクラフトビール事業を開始した。自社ビル
1階と3階が醸造所、2階がブリューパブ「Arts & Crafts Kawa-
chiya」だ。
こだわりのビルはパブとしてピッタリの洒落た雰囲気であり、建
て替え時にオーバーホールに出して磨き上げた1960年製ドイツ・ハ
イデルベルグ社の活版印刷機の展示も、クラフトマンシップのイ
メージを高めるのにひと役かっている。

飲食営業にはアルバイトの力も欠かせない。現在は三田キャンパ
スの慶応義塾大学生が3名ほど働いており、バイト時間以外も8階
イベントスペースを彼らのために開放していたところ、地域を巻き込
んだイベントを企画するようになってきた。そこで、國澤社長は新橋
でモノづくりをしている人や企業と手を組んで発信していこうと、イ
ンターネットラジオ「新橋ラジオ」を立ち上げた。そのパーソナリ
ティもバイト学生が務めるなどしてくれている。
活版印刷の母型造りから平版印刷、特殊印刷・加工へと進化し、
さらにはビール事業やラジオ事業も立ち上げ、時流に応じて随時転
換してきている。「父はもちろん、先祖もうまく商売替えしてきてま
すからね、DNAなのか」と國澤社長は笑ったあとで言った。
「自分の目線より、お客さん目線が一番大事です。お客さんが求め
るものを一番にしていれば、自ずとニーズが変わってきているのに
気付くし、自分たちも変わっていかなければいけない。自分たちの
技術をどんどん磨いて、お客さんが求めるものをしっかりと提案し
ていければいいのかな、と思います」

現在の社員数は9名（ビール事業に別途7名）。採用はかけてい
ないが、芸大生などを対象にインターンシップを募集しており、そ
のまま入社する社員がいたり、クリエイター志望者が「自分の作品
づくりのために印刷を極めたい」との思いから門戸をたたいてくれ
ている。
社員教育として現在行なっているのはマネジメントゲーム「MG研
修」。ソニーが開発した経営者育成研修で、それを社員全員に最低
年3回、課している。ゲームの中で「300万円の資本を元に製造業の
会社を立ち上げ、人を雇い、物を作って売って、1年間の決算書を自
分で書く」というサイクルを1回の研修で5年間分体験する。それに
より、自社においても社員全員が製造過程やその原価・粗利、経営
やキャッシュフローについて考えるようになり、現在の会社の立ち
位置が分かりやすくなる。また、プライシングにも強くなる。受注型
産業は顧客の「まけろ」に屈しがちだが、製造工程の手間などをき
ちんと考えると決してまけられない、まける理由がないと判断で
き、なぜまけられないのか顧客にきちんと説明できるようになる。
そのような社員教育において一番重視しているのは「主体性」。
文具ブランド「KUNISAWA」のノートは見返しにピカソの「I don't 
seek, I find.」(私は捜し求めない、見出すのだ)という言葉を記して
いる。その意図を國澤社長は「情報は大事ですが、結局のところ答
えを出すのは自分です。仕事上の様々な場面において、主体的に自
分で答えを見つけていくしかないんです」と語る。
河内屋で働く人々は、顧客の要望に耳を傾け、それを具現化する
方法を見出してディレクションし、仕事の楽しさを見出し、こだわり
の特殊印刷・製本に邁進している。

「河内屋」は300年以上続く屋号。商屋として時流に応じた様々
な品を商い、戦後は活版印刷の活字の母型を製造していたが、活
版印刷の衰退に伴い、1971年、“今からのびる仕事”と見越して、先
代が平版をメインとする印刷会社として新たなスタートを切った。
新橋という場所柄、周囲には広告代理店などが多く、仕事は潤沢
にあった。
國澤良祐現社長は大学を中退し、バックパッカーとして南米とア
メリカを1年ほど周遊。帰国後に入社して働くなかで、顧客のデザイ
ンに対し、どのような紙や印刷法、加工法を用いることで顧客が求
めるイメージや質感をそのまま表現できるのか、最適な提案やディ
レクションをできるようになりたいと志す。そこで、終業後に顧客の
デザイン事務所に通い詰め、デザインも教えてもらいながら、デザ
インとマテリアルや印刷との兼ね合いを試行錯誤しつつ、身に着け
ていった。かつて活版の母型を作っていただけに活版印刷機は社内
にあったが、様々な印刷法・加工法をディレクションしていくなか
で、箔押し・バーコ印刷・フロッキー印刷・シルクスクリーンなど特殊
印刷機を次々増やしていった。

例えば、カード類の四方に金付けできる既存の機械は超高額な
ものしかないため独自に作り上げたり、『学問のすゝめ』復刻本の受
注にあたっては銀座「伊東屋」で和綴じ講習を受け、全社員で
1000冊を手縫いしたり。DIYや手作業も加え、顧客が求める“まだ
形を持たない漠としたインスピレーション”を印刷物という形に落
とし込んできた。

約18年前の社長就任後は、ほかの社員も印刷の提案やディレク
ションができるように教育。また、自社の技術を最大限に生かしブ
ランド力を高めることのできる“ビジネスアスリートのための文房
具”のブランド「KUNISAWA」や、ウィリアム・モリスの作品をカ
バーに使った手帳など女性好みのするグッズを展開する「ポンヌフ
」も立ち上げた。それらは名だたる企業からOEMの依頼も発生して
おり、ブランディングを一つずつ積み重ねてきた成果が出ている。
8年前には、1920年代のニューヨークに実際にあったテーラー
をイメージして自社ビルを建て替え。近隣数カ所に点在していた印
刷・製本工場をビル内に集約し、作業効率をアップ。テーラーがい
ろいろな生地からビスポーク（オーダーメイド）のスーツを作ってい

代 表 者
所 在 地
U R L
社 員 数
事業内容

代表取締役　國澤良祐
東京都港区新橋5-31-7
https://kawachiya-print.co.jp/
9名（別途ビール事業7名）
印刷・加工、製本、デザイン／イベントスペース貸
出／クラフトビール製造・販売、飲食業／イン
ターネットラジオ

マネジメントゲーム「MG研修」で
社員の主体性を育む

モダンな自社ビルに印刷・製本機能を集約
“ビスポークプリンティング”を実践

“クラフトマンシップ”を表現する
クラフトビール事業をスタート

顧客のニーズに応じて
自分たちも変わっていく平版印刷から、印刷ディレクションを重視し

こだわりの活版印刷・特殊加工に注力

へこみや転写の際のインキの
ムラなどが、手作りの温かみ
を伝える活版印刷

（写真上）カードの側面にヤスリをかけ
るための道具。平滑にしてから自作の
機械で金付けする／（写真左）四方が
美しく金付けされたカード

ウィリアム・モリスのデザイン図柄の商
標権を得て、ポンヌフのノートなどを制
作している

３～7階が印刷部門のオフィスや工場、
8階がレンタルも行うイベントスペース４階の工場で稼働しているハイデルベルグ社製活版印刷機

株式会社河内屋
会員企業紹介 紙とインキでできるすべての表現を創造する

1

根っからのクラフト志向の國澤良祐社長

顧客が求める“まだ形を持たない漠とした
インスピレーション”を印刷物という形にする、
それが「河内屋」の仕事。
活版印刷・特殊加工を用い、インスピレーションの
輝きをそのままに斬新な印刷物を紡ぎだしていく。



6 7

ター、商工会・法人会などの地域団体、同社が入る工業団地で他に
もユニークな企業が集っている「三鷹ビジネスパーク」内でのつな
がりなど、ネットワークが非常に充実。そこから印刷の依頼が発生
することももちろんあるが、それ以上にともにイベントをしたり、コ
ラボレーションしてグッズを作ったり、人と人とをつなげたり、楽し
いこと・面白いことが生まれていく土壌が醸成されている。
東京都商工会連合会とのつながりで始めたのが、東京都島しょ地
域のアンテナショップ・イベントの企画運営。
東京都商工会連合会の組織において多摩と島しょは同じ支部に
なっており、同社は、コロナ禍で大きなダメージを受けた島しょ地域
を支援する事業として単なる催事ではなく、多摩エリアでの島しょ
地域のアンテナショップ及び観光プロモーションを提案。
見事、事業が採択され、2020年から毎年、吉祥寺・小金井・町
田・昭島などで3～4週間ずつアンテナショップを運営している。
アンテナショップ運営の2年目からは魅力的な島の酒類も扱える
ように酒の販売免許を取得したり、久しぶりの社員旅行は大島に
行ったり、ビジネスの幅を広げるとともに従業員の福利厚生にも寄
与した。

印刷そのものの取り組みも秀でている。川井社長は「サステイナ
ブル印刷を弊社の強みのひとつとし、地域ナンバーワンの環境配慮
を目指したい」と、2016年にグリーンプリンティング（GP）工場に
認定。2017年から6年連続で「GPマーク普及準大賞」を、2023・
2024年には「GPマーク普及大賞」を2年連続で受賞している。大
賞の表彰式の際には、“GP”形の紙製の伊達眼鏡を作り、厳かな表
彰式の場で社長自ら眼鏡をかけて参加したという。
また、「サステイナブル印刷とは何か」「そのメリットとは」を地域
の一般顧客やデザイナーなどに知ってもらおうと、昨年3回ほど
「発注者のためのサステイナブル印刷ガイド」というセミナーを開
催。本年も引き続き開催を検討している。

前出のGPの眼鏡、一般社団法人日本印刷産業連合会グリーンプ
リンティング認定事務局が目を留め、紙製の実用的な眼鏡が作れ
ないか、などという話も持ち上がっているという。体を張った行動が
新たなビジネスを生む……かもしれない。
また数年前、川井社長が三鷹のファミレスで遅めのランチをして

いた際、「吉祥寺が、三鷹が、小金井が」などと地域のことを意欲的
に語る声が聞こえ、振り向くと人気イラストレーターのキン・シオタ
ニさんだった。思わず声をかけると、シオタニさんも文伸を認知して
くれており、「何か一緒にやりましょう」ということに。その後、シオ
タニさんのイラストを用いた日めくりカレンダーを制作するなど、地
域ネットワークのお仲間としていろいろとコラボしている。カレン
ダーは税込3300円と高価だが、武蔵野エリアの書店に加え、シオ
タニさんのネットワークでLOFTで販売してもらったり、ECサイトで
は中国など海外からも購入があるなどの広がりを見せている。
「仕事はもらう時代から、仕事を創る時代へ」という言葉もよく社内
で共有しているワードだそうだが、同社の事業の拡げ方はまさにそ
の言葉を体現してる。さらに、川井社長は言う。
「コミュニケーションサポート企業として地域のハブでありたいで
すし、地域の情報発信だったり情報集積だったりを担っていきたい
ですね。実は海外にも目を向けたいんですよ。それがどういう形で
できるかはまだ分からないのですが、私自身、文伸に入社する前に1
年間アメリカでインターンシッププログラムに参加した経験もあり
ますし、海外と地域を結び付けられるようなこともしたいと思って
います」

1962年、「株式会社文伸印刷所」は三鷹市で謄写印刷（ガリ
版）とタイプ印刷を主体とする軽印刷業を開始、印刷設備を充実さ
せつつ、1982年には吉祥寺にプリントショップを出店。看板に「自
費出版の文伸」と大書し、いち早く自費出版事業を展開した。
取材・撮影・デザイン・編集などの制作工程の対応はもちろん、印
刷以外の事業領域も広げていくため、2001年には「株式会社文伸」
に社名変更。「ぶんしん出版」を立ち上げ、地域に根ざした出版物
を企画発行している。武蔵野・多摩エリアの文化・歴史・自然をテー
マにした本、「三鷹市星と森の絵本の家」との協働による「星と森
の絵本シリーズ」など、地域の団体や執筆者と連携した書籍づくり
のほか、出版コンテンツを活かした写真展や講演会などのイベント
も展開。出版事業立ち上げは先代によるものだが、創業者の父、先
代の叔父から継いで2021年に就任した川井伸夫社長は、「記録に
残さないと記憶に残らない。井の頭公園や吉祥寺、小金井などの歴
史や文化を発信して後世に伝えていくのは、地域と連携してやって
きている弊社の役割だと思っています」という。
2019年には「周年事業室」を発足。地域の顧客を中心に、周年

ロゴ・周年記念誌・ノベルティ制作や記念式典の総合プロデュース
など、周年事業をトータルにサポートしている。2022年に自社が
創業60周年を迎えた際には、クライアントワークとは異なりなんで
も自分たちの好きに作れるということで、コデックス装、ハードタイ
プ三つ折り構造のカバーに箔押し・空押し・PP加工と凝りに凝っ
た装丁の周年記念誌を制作。さらに同じ三鷹に立地する株式会社
タツノコプロも同じ年に60周年を迎えたご縁でコラボレーション
をし、「タイムボカンシリーズ」の人気キャラ「ヤッターワン」を文伸
仕様に変身させた「ヤッターブン」を作成してもらい、新たな文伸づ
くりをしていくキャッチコピー“ぶんしんへんしん”のキービジュアル
とした。

出版や周年事業など、印刷とつながりつつもその枠を超えてうま
く事業を広げている同社だが、その根底にあるのは地域に密着し、
“「人に伝える・人とつながる」をお手伝いするコミュニケーションサ
ポート企業”であろうとする姿勢。今ではその姿勢が実を結び、地域
のネットワークが大きな財産となっている。地域の顧客、クリエイ
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東京都島しょ地域のアンテナショップ事業。酒類販売の免許も取得社史や将来的な希望を新聞記事風にまとめるなど、凝りに凝った自社の周年記念誌
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地域の子どもたちの工場見学も多々受け入れており、分かりやすいイラストでの
説明が掲示されている
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別の印刷会社に営業職として7年間勤めた後、文伸に入社した川井伸夫社長

自費出版・企画出版・周年事業をメインに、
「人に伝える・人とつながる」をお手伝いする
印刷・出版会社。地域に根差して深く幅広い
ネットワークを築き、地域の文化を発信し、
後世に伝えていく役割を担っている。
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赤字体質だった印刷業を、徹底した生産性向上と単品損益管理で
経営改善。コロナ禍で再度落ち込んだところで、
社内リソースの「マンガ」に目を向け、一気に躍進。
マンガ・マンガ動画で顧客の課題を解決していく。

8

営業方針は「単なるマンガ
制作ではなく、課題解決の
提案」と稲満信祐社長

ある印刷会社に勤めていた先代社長の稲満信二会長は1970年
に同僚3人で同時に独立するにあたり、一人がカラーの大台印刷、
一人がカラーの小台、先代がモノクロ小ロットという棲み分けをし
て創業。下請け・孫請けの仕事が多く、現社長の稲満信祐氏が
2014年2月に専務として入社したところ、思っていた以上に赤字体
質であった。
そこで決算後の2015年10月に、先代の父を説得して社長に就
任。大卒後に製薬会社で15年働いた経験を活かして経営改善を
図った。各作業に対しどの程度の時間や工数を要しているかを観測
し把握するワークサンプリング法を用い、人の動きを可視化して“人
生産性”を向上。売上から経費を引いた利益を計算するためのス
ループット調査票を用いて単品損益を明らかにし、原価を落として
利益を確保できる体質に変えていった。

徹底した生産性の向上と単品損益管理が実り、2019年には売上
自体は10％ほどしか上がっていなかったものの、ここ20年のうち
で最高益を上げた。そんな矢先にコロナ禍が勃発、一気に売上が
40％減少してしまった。「もともと、受注に留まらず、コンテンツ系
で仕事をとっていく必要があるだろうと感じてはいましたが、抜き
差しならない必要性が生じてしまいました」と、稲満社長。
社内のリソースを棚卸。特に従業員それぞれが何ができるかを面
談などで探るなかで、マンガが描ける営業マンの存在が判明。そこ
で、コンテンツ系の仕事をしている同業者から「マンガ」「マンガ動
画」の事例を見本として借用し、マンガを描く本人と営業マン、稲満

社長とで徹底的に営業に回った。元々の得意先である印刷会社か
ら一般企業へと営業先を拡大。次第に依頼を勝ち取り、借り物の見
本でなく自社の実績ができ、実例をもって営業に回り、より受注率
が上がるという好循環となってきた。
現在、仕上げたマンガ動画はもう何百本にも及ぶ。またマンガ動
画制作の技術から派生して、WEBサイト制作やドローン撮影、動
画・スチール撮影、CG制作などとコンテンツ系が充実してきてお
り、今では売り上げの30％をコンテンツ系が占めている。

左脳で認識する文字と比べ、マンガは右脳が刺激され記憶力は
10倍、動画になると100倍になるともいわれる。マンガ・マンガ動
画の「伝える」には、顧客のマーケティングを成功に導き、課題を解
決に導く力がある。稲満社長は言う。
「入口は『難しいものを分かりやすく短く伝えるにはマンガでやり
ましょう』いうことですが、漫画を作ることが目的なのではなく、顧
客のお悩みから伺って、その課題を解決していくまでのストーリーを
提案していくことが大事です。時代に、顧客に、状況に沿って伝え方
を変えていく。それにより伝わりやすくし、課題の解決に導いてい
く。まさに弊社のキャッチフレーズ、“『伝える』を変える”です」

代 表 者
所 在 地
U R L
社 員 数
事業内容

代表取締役社長　稲満信祐
東京都品川区東品川1-17-2
https://inamitsu.co.jp/
40名
印刷・製本／企画、コンテンツ制作業務／WEB
サイト・各種システム開発

モノクロ小ロットを多く受注
生産性向上と単品損益管理で経営改善

マンガが描ける従業員が在籍
「マンガ」コンテンツで営業をかける

マンガ・マンガ動画を用いて
「伝える」を変え、顧客の悩みを解決

Bリーグ所属のバスケットボールチーム「アースフレンズ東京」とスポンサー企業
「株式会社電業社機械製作所」を紹介する冊子（写真左）と、それを元にしたマン
ガ動画のひとコマ（写真右）

JAGRAで「単品損益管理」セミナー
なども行っている稲満社長

コンテンツ系に注力するにあたり、
2023年10月に株式会社イナミツ
印刷から現社名に変更

株式会社いなみつ
会員企業紹介 「マンガ」コンテンツで、「伝える」を変える

3
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1988年に新宿で創業した株式会社メイクは、吉満浩隆現社長の
兄である先代・吉満隆文氏が「誰でもできる仕事ではなく、人の嫌
がる仕事や他で断られたような仕事も積極的に受注して、困ってい
る企業を助けていこう」と、残業や徹夜仕事で夕方入稿・翌日納品
にも対応できる即納性を強みとした。スピード感が求められる証券
印刷などが主力業務となり、今も変わらず続いている。都内で印刷・
製本を24時間体制で対応する他社はほとんどなく、現在は様々な
業種の顧客から“短納期に強い会社”として、頼りにされている。
吉満社長は「労働環境に配慮して現在は長時間の残業や徹夜は
解消し、1995年からは2交替制を敷いています。私は毎朝5時半に
出勤し、6時で終業となる夜勤の人と顔を合わせ、話を聞いたり、報
告を受けたりしています」と言う。

2008年頃に一度、埼玉県への工場移転を検討したこともあっ
た。物件を確定、地質調査も完了させたが、全従業員へのヒアリン
グで3分の2が「移転先での勤務は難しい」と答えたため、移転を取
りやめたという。その経緯を三角龍男副社長は、「弊社は“家族”と
いうテーマを掲げており、社員が一番大事ですから、社員が困る移
転は見合わせました。お客様の印刷立ち合いも大変になります。従
業員のためにも、お客様のためにも、新宿の利便性を生かすことに
立ち返りました」と述べる。
社員定着のため、印刷機を随時入替。以前のオフセット印刷機
は扱えるようになるまで3年くらいかかり、難しいと諦めて辞め
ていく若者もいたが、最新鋭の機械を導入することでその課題を
改善した。
「半年から1年くらいで回せるようになるので、カラーでこんなにキ
レイに刷れたと、仕事の面白みや達成感が得られて、若い世代の育
成につながっています」と、野元琢磨管理本部長。

2023年に物流部を立ち上げた佐々木智也営業本部長は会社全
体から選抜したメンバーによる広報チームも率い、ホームページの
リニューアルやコラムの発信も手掛けている。その一環で会社の理
念を歌詞にした社歌を作って佐々木本部長自ら歌い、工場内などの
映像とともにYouTubeで公開してもいる。社歌の一節はこうだ、
「ひとつの大きな円、家族を創ります。それがメイクイズム」。

佐々木本部長は「困っている人がいたら助け合ったり、仕事がう
まくいったら一緒に喜んだり、本気でほめたり、“家族”らしい良さが
あるのですが、若い人には響かないかもしれないですね」と笑い、
印刷業や自社の長所を若者に向けて次のように述べる。
「印刷業はお客様の言葉を形にする仕事で、サービス業でもあると
思っています。制作から請け負うことで、お客様のやりたいことを一
緒に考えて、作り込んでいくことができます。これから印刷業に入る
若い人は、『自分は何をしていきたいんだ』というのを声を上げてい
ただければ、それを自分たちで全部作れますよ、というのが印刷業
であり、弊社であると思います」

代 表 者
所 在 地
U R L
社 員 数
事業内容

代表取締役　吉満浩隆
東京都新宿区山吹町350 メイクビル
https://make-print.co.jp/
60名
デザイン・DTP制作、印刷、製本・加工、梱包・
発送

印刷業はお客様の言葉を形にする仕事
自分たちがやりたいことが全部つくれる

会社は“一つの大きな円、家族”
社員のために決まりかけていた移転も中止

企画から印刷・製本、発送まで一貫生産
新宿で24時間体制で対応

先代社長の兄に誘われて調理師
から転身した吉満浩隆社長

自社の会社案内。オーケストラが音を合わせて曲を演奏するように、様々な工程で
力を合わせて印刷物を作り上げる

株式会社メイク
会員企業紹介 お客様の想いを奏でる印刷クリエイティブ集団

4

新宿で24時間稼働し、即納性が自慢。かつ、企画から印刷・製本、
発送まで一貫して請け負い、横持ち等のコスト不要で、
料金的な強みも持つ。それでいて2交替制のためハードワーク
ということはなく、会社を“家族”と捉える温かみも。

右から吉満社長、三角龍男副
社長、佐々木智也営業本部
長、野元琢磨管理本部長。右
端の写真は創業者の故吉満
隆文氏。応接室等は別途ある
が、この部屋「交隆亭」も打合
せや社員同士の会合などに
用いられている
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1948年、満州鉄道の職員だった創業者が復員後、国鉄の印刷物
の仕事が潤沢にある状況を捉えて創業。ガリ版からタイプへと印刷技
術の発展に沿って順調に事業を推進した。特に時代に先んじたとも
いえるのが電算写植機を国内で2番目に導入し組版制作に特化した
こと。官庁の白書など膨大なページ数のモノクロ印刷を請け負ってい
た同社には必要不可欠な選択だった。
それにより、「何万ページだろうが処理しますよと、自信を持って
顧客に営業できる体制になりました」と、米原正信会長。影井則友社
長も「大量のページの組版処理を可能にしたことで郵政民営化時
に、仕様書やマニュアルなど、億単位の仕事を受注できました」と言
う。現在はNECの自動組版システムSUPER DIGITORIAL、インデ
ザイン等を使用し、60人以上の制作スタッフで月平均3万5000
ページの組版制作を行なっている。

組版制作の実績は、組版データを二次利用していくことで情報処
理、ホームページ制作、ソフトウェア開発事業、メディア事業などへ
と派生。また、論文や学会の印刷物を多く請け負ってきたことか
ら、学会の事務局等を務める学会支援事業も開始。さらに、論文や
学会の印刷物では翻訳も必要とされることから、翻訳・通訳事業も
開始し、50カ国語に対応している。
現在、AIによる自動翻訳も進んできているが、まだ精度が高くな
く、AI翻訳後のものを訳しなおしてくれという依頼も多いという。し
かし、AI翻訳の精度が向上し依頼が減少していく可能性は十分考慮
している。そこで、AIではまだまだ対応できない医療分野など専門
分野の翻訳により力を入れている。翻訳部門（子会社の株式会社オ
メガ・コミュニケーションズ）にはもちろん様々な言語のネイティブ

が在籍しており、人の出入りが激しいが、海外からも仕事が舞い込
むなど人脈拡大にも役立っている。

組版からどんどん新しい分野を拡げてきた勝美印刷株式会社。
特に、今後力を入れていきたいのが学会事業とメディア事業。なか
でも一番伸びてほしいが、課題があるのがメディア事業だという。
「伸びるポテンシャルはあるし、今後どう伸ばしていくかが新社長
の大きな宿題でもあると思います」と米原会長。また、「印刷以外
のことでも、お客さんの要望はなんでも持って帰ってきて、新しい
事業になるんじゃないか、とそういう検討をしていくことも大事で
すね」とも言う。
「ユニバーサルデザインの資格を従業員に取ってもらって顧客の
需要に応じていこう、というようなことも検討しています」と影井
社長。
米原氏から影井氏への社長交代はつい先日、2024年の12月
だ。創業者に子どもがいなかったことや、会社の規模などの兼ね合
いから、当初から親族で引き継いではこなかった。米原会長は工場
に30年勤務して工場長などを務め、本社で営業を4年間統括してい
たときの“営業の先生”が影井氏だったという。
「社長就任後、すぐに次期社長候補を考え始めましたが、やはり彼
が一番信頼でき
るし 、彼 な ら
やってくれると
確信がありまし
た 」と 米 原 会
長。信頼関係深
いお二人が先頭
に立ち、勝美印
刷は進化を続け
ていく。

代 表 者
所 在 地
U R L
社 員 数
事業内容

代表取締役社長　影井則友
東京都文京区白山1-13-7　アクア白山ビル5F
https://www.shobix.co.jp/
120名
印刷・製本／情報処理、データベースの構築／
DTPによるすべての文字組版／企画・編集、デ
ザイン／WEB コンテンツ制作／翻訳業務

いち早く自動製版システムを確立
月平均3万5000ページを組版処理

組版から派生し、情報処理や
学会支援事業、翻訳事業も

メディア事業、ユニバーサルデザインや
まったく新たな事業も視野に進化を続ける

会社案内の「数字でわかる勝美印刷」ページ。女性管理職28％、紙のリサイクル率
100％など注目すべき数字多数

米原正信会長（右）と影井則友社長

勝美印刷株式会社
会員企業紹介 顧客の情報に直結する組版から周辺業務に拡大

5

印刷業界の中でもいち早く自動組版システムを確立。
その技術を生かして、ホームページ制作やソフトウェア開発事業、
メディア事業、学会支援事業、翻訳・通訳事業も開始。
常に進化を続け、さまざま挑戦を続けている。
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創業から15年、同人誌事業は変わらず順調ではあったが、二本目
の柱の必要性を感じ“伸び続ける産業”としてグッズ制作事業を立ち
上げた。最初はブローカーとしての事業だったが、その後、アクリル
スタンドと缶バッジを内製化。それらも若手社員のアイデアで凝った
仕様の商品を打ち出すなどし、順調に推移。作家・クリエイターのコ
ネクションや”同人誌の緑陽社”の知名度を活用し、コンテンツ業界に
営業をかけた結果、B to Bの売り上げは５割に増え、DM－テレアポ
の成功率は常に10％超という。

確固たる二本柱があるが、さらに、新たなコンテンツ新事業を企画し
ている。それで海外市場も目指していくという。「コンテンツ業界で生
きていきます、特にキャラクター・ビジネスに力を入れつつ、その一点
突破ではなく、多様なコンテンツ産業に対応していきます。その対象
は市場が広いB to Cです。同人誌はまさにB to Cだし、B to Cこ
そが我が社の基点です。基軸にしていきます。日本のコンテンツ市場
は13兆円、アメリカは50兆円、世界全体で149兆円。うちが市場
とするのは149兆円です。①コンテンツ②B to C③商品製造・販
売④海外展開この４つのテーマを追求していきます」（武川社長）

高校時代の友人同士で1981年、小平市でプリントショップを起
業。当初は下請けで大手専門学校のテキスト印刷などをしていた
が、１年後、ある女子大生がショップのドアをたたいてくれ、彼女の
グループの同人誌の製作をすることになった。彼女たち（10名）
は、のちにほぼ全員がプロになるほどの才能にあふれ、そうした
人々と和気あいあいと同人誌を作る中で、同人誌という大衆の行う
創作文化に未来を賭けることを決意。このB to C事業に全力で注
力していくことにした。
“よりきれいでかっこいい本”にこだわる作家たちの要望に応え、ま
ず取り組んだのは、カラー印刷を蛍光ピンクを加えた５色カラーに
すること。キャラクターの肌が、がぜん明るくなった。すぐに全ての
カラーを５色印刷にすることを決断。これがヒット。売上は４年で
10倍になった。
こうして「高品質・高価格路線」を踏み出した同社は、書籍を飾る
箔押し・厚盛ニス・ホログラムＰＰなど特殊な表紙加工や、上製本、
フランス表紙・コデックス装など様々な製本にも対応。19年前、カ
ラーの明るい発色のために高精細カラー＝AM240線カラーと
FM10μ（AM600線相当）カラーを標準仕様にした。漫画のスミ1
色の本文印刷も、ツブレ・トビの回避のためにコマ毎に光の当たる
時間を換えて製版する技術も開発した。さらに、網点の再現に優れ
たオリジナル用紙「コミックルンバ」５色も開発。製紙メーカーで特
別抄造している。高品質にこだわり、価格は業界標準の1.6倍だ
が、主に大部数を作る顧客に支持され“同人誌印刷の緑陽社”の知名
度は確固たるものになり、その名は全国的に。高品質路線はプロ作
家予備軍を呼び込み、プロになった作家・クリエイターは創立以来
1000名に及ぶ。

代 表 者
所 在 地
U R L
社 員 数
事業内容

代表取締役　武川優
東京都府中市分梅町3丁目58-1
https://www.ryokuyou.co.jp/
63名
印刷事業、同人誌事業、グッズ制作事業、マンガ
do事業（マンガ・イラスト提供）

新たな事業「コンテンツ」に目途をつけ
149兆円規模の海外市場を目指す

二本目の柱としてグッズ制作事業を開始
大手企業からの依頼も相次ぐ

ある漫画家との出会いから同人誌事業に着手
高品質にこだわり、オリジナル用紙も開発

市場の広いB to Cに目を
向ける武川優社長

アクリルスタンドは若手社員の進言で製造を開始

同人誌の製作実績がずらりと並ぶ本棚。いずれも凝った仕様で素晴らしい

株式会社緑陽社
会員企業紹介 表現産業の最前線に向け同人誌からグッズ事業、その先へ

6

高精細印刷、凝った加工・製本の同人誌で、B to C分野で
全国的知名度を獲得。そこで積み上げた技術や知名度をベースに
グッズ事業を開始し、B to Bも拡大。
さらに新事業で海外のB to Cも視野に入れている。




